
プレスリリース  平成 30年 3月 12日 
 

国営明石海峡公園神戸地区あいな里山公園は平成 28年 5月 28日に開園した新しい公

園です。「里地里山文化公園」をコンセプトに、藍那地域の里地里山景観を保全再生

し、都市近郊で誰もが気軽に里山を体験できる公園になっています。 

    

 
 

 

 あいな里山公園内の各所で春の訪れを感じる動植物が見られます。 

梅林では白・薄ピンク・濃いピンクの３色の梅が見られます。棚田の周りや草むらでは土筆（つくし）

が顔を出し始めました。また、めだか池や里山美林地区の湿地、白拍子棚田や代ヶ谷棚田の水路などでニ

ホンアカガエルとカスミサンショウウオの卵嚢（らんのう）が見られます。神戸版レッドリストで二ホン

アカガエルはＣランク、カスミサンショウウオはＢランクとなっている貴重な生きものです。 

二十四節気の啓蟄となり、冬眠していた虫やカエルたちが動き出して、春の陽気を感じられる気持ち

の良い季節となっています。ぜひ散歩をしながら園内に広がる里山の春をお楽しみください。 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

国営明石海峡公園神戸地区 あいな里山公園     

担当：津田・久田   

TEL：078-591-8000   FAX：078-591-8001 

E-mail：aina@kobe-park.or.jp  URL：http://kobe-kaikyopark.jp/ 

 

土筆 

カスミサンショウウオの卵 

（3/10時点で 11個を確認） 

ニホンアカガエルの卵 

（3/10時点で 404個を確認） 

梅 

http://kobe-kaikyopark.jp/

